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１ 趣旨 

 少子高齢化の進行に伴う人口構造の変化や生活様式の変化に伴う地域

コミュニティの希薄化、後継者の不在等による文化財の滅失・散逸、頻発

する自然災害など、文化財を取り巻く環境は大きく変化しており、文化財

の保存・活用に対する新たな方策を講じていくことが喫緊の課題となって

いる。 

本市においては、平成２９年３月に「名古屋市歴史文化基本構想」を策

定し、各種事業に取り組んできたが、今回、この構想を発展させ、新たな

文化財の保存・活用に関する目標を定め、目標を達成していくための具体

的な方針、措置を示す「名古屋市文化財保存活用地域計画」を作成するも

の。 

本計画を基に、文化財の保存・活用の取り組みを市民の皆様とともに推

進する。 

 

２ 経過 

期 間 内 容 

令和３年 ６月～ 

令和５年１１月 

名古屋市文化財調査委員会 

（総会４回、部会等７回） 

令和３年 ７月～ 

       令和５年１１月 

名古屋市文化財保存活用地域計画策定に

関する有識者等会議（全５回） 

令和３年１０月～ 

       令和５年 ５月 
市民等アンケート（全４回） 

令和３年１０月～ 

       令和４年 ３月 
文化財詳細調査 

令和４年 ８月～ 

       令和５年 １月 
文化財現況調査 

 

３ 計画期間 

 令和６年度から令和１０年度まで 
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４ 名古屋市内の指定等文化財 

                          （単位：件） 

類 型 
国指定 

国選定 
県指定 市指定 国登録 県登録 合計 

有形 

文化 

財 

建造物 １３ １２ ２９ １１３ ０ １６７ 

美

術

工

芸

品 

絵画 １５ １７ １２ ０ ０ ４４ 

彫刻 ５ ９ ７ ０ ０ ２１ 

工芸品 
５０ 

（２） 
４１ ９ ０ ０ １００ 

書跡・ 

典籍 

４４ 

（４） １８ ０ 
０ 

０ ６６ 

古文書 ４ ０ 

考古 

資料 
１ ６ ３ ０ ０ １０ 

歴史 

資料 
３ ４ ４ ０ ０ １１ 

無形文化財 １ ０ ２ ０ ０ ３ 

民俗 

文化 

財 

有形 ０ ０ １８ ０ ０ １８ 

無形 ０ ２ ３３ ０ ０ ３５ 

記念 

物 

遺跡 
６ 

（１） 
０ ６ ０ ０ １２ 

名勝地 １ ０ １ １ ０ ３ 

動物・植物 

・地質鉱物 
１ ０ ３ ０ ０ ４ 

文化的景観 ０ － － － － ０ 

伝統的建造物群 １ － － － － １ 

合 計 
１４５ 

（７） 
１０９ １２７ １１４ ０ ４９５ 

 

（注）令和５年１２月１日現在。（ ）内の数字は国宝及び特別史跡。 
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５ 名古屋市の歴史文化の特性 

特性１ 海・川の恩恵を受けた原始から中世のくらし 

特性２ 戦国武将たち飛躍の地 

特性３ 名古屋城築城と城下町の繁栄 

特性４ 近代における工業都市としての発展 

特性５ 熱田神宮、海、街道とともに栄えた熱田 

特性６ 受け継がれるモノづくり 

特性７ 人々に支えられ、現代に息づく信仰 

（注）歴史文化の特性とは、地域に固有の風土の下、先人によって生み育ま

れ、時には変容しながら現代まで伝えられてきた知恵・経験・活動等の成

果及びそれが存在する環境を総合的に把握した概念で、地域らしさ、地域

の特徴をあらわす。  

 

６ 文化財の保存・活用に関する目標と基本方針 

目  標 金鯱のごとく、文化財が愛され、輝き続けるまち 

基本方針 文化財を「知る」、「伝える」、「活かす」 
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７ 文化財の保存・活用に関する方針と主な措置 

(1)「知る」ための方針と主な措置 

方 針 主な措置 

文化財の種類、数、所在、現状、内容等

を把握するための調査を行う 

・文化財リストの更新 

・埋蔵文化財の発掘調査 

文化財の調査研究を進め、その特徴・価

値などを明らかにする 

・祭礼行事等の調査 

・名古屋城の調査研究 

 

(2)「伝える」ための方針と主な措置 

方 針 主な措置 

文化財を指定、登録、認定する ・未指定の無形民俗文化財に対する

市登録制度の新設 

文化財の保存管理、修理・修復を行う ・指定等文化財保存活用計画の策定

の推進 

文化財の保存・継承を支援する ・市指定文化財の保存・活用の支援 

・なごや歴まちびとの養成・派遣 

文化財の防犯・防災対策を進める ・防犯・防火対策の啓発・促進 

・文化財防火デーの防災訓練の取組 

 

(3)「活かす」ための方針・主な措置 

方 針 主な措置 

文化財の価値や魅力を発信する ・志段味古墳群歴史の里の公開活用 

・見晴台考古資料館の運営 

文化財に対する子どもたちの関心を高

める 

・小中学生を対象とする文化財の普

及啓発 

文化財の価値や魅力を発信する市民・団

体を支援する 

・なごや学マイスター講座の開催 

文化財の価値を顕在化させ、魅力を高め

る 

・史跡大曲輪貝塚の整備 

・名古屋城二之丸庭園の整備 

文化財を活かし、地域を活性化させる ・熱田神宮周辺まちづくりの推進 

・伝統産業新商品開発事業助成 

文化財を観光資源として活用し、観光客

を誘客する 

・文化のみちの推進 

・歴史観光の推進 
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８ 重点方針 

区分 重点方針 内 容 

１ 
観光資源となる 

文化財の活用推進 

・名古屋城の更なる魅力向上 

・その他の文化財（日本遺産の有松、大高・桶狭

間、四間道、文化のみちなど）の活用を推進 

２ 
祭礼行事・民俗芸能

の保存・継承 

・祭礼行事や民俗芸能のうち、将来にわたって保

存・活用が必要なものの保護、支援 

３ 
子どもたちへの 

文化財の普及啓発 

・将来に向けた文化財の保存・継承の担い手であ

る子どもたちへの普及啓発の推進 

 

９ 関連文化財群 

区分 関連文化財群の名称 主な構成文化財 

１ 若き信長、秀吉、家康ゆかりの地 
大高城跡、丸根砦跡、鷲津砦跡、

善照寺砦跡、長福寺など 

２ 
モノづくり都市名古屋の基盤 

となった近代工業の発展 

名古屋港跳上橋、松重閘門、ノ

リタケの森 旧製土工場など 

３ 
江戸時代の情緒に触れる絞りの産地 

～藍染が風にゆれる町 有松～ 

服部家住宅（井桁屋）、岡家住宅、

有松祭りの山車行事など 

４ 尾張徳川家の信仰を伝える寺社 
相応寺、建中寺、大森寺、性高

院所蔵の美術工芸品など 

（注）関連文化財群とは地域の多種多様な文化財を歴史文化の特性に基づい

て一定のまとまりとしてとらえたもので、関連文化財群を構成する複数の

文化財を総合的、一体的に保存、活用することをねらいとしている。 
 

１０ 今後の予定（想定） 

期 間 内 容 

令和６年１月～２月 パブリックコメントの実施 

令和６年４月～７月 文化庁への地域計画認定申請、審査 

令和６年８月 計画の策定、公表 
 



 概要版（案） 





 











 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 










































